





























３ 分析方法  



































































                                                                                      
表２ 各小単元の難易意識の傾向および経験年数との関連 
各小単元 


















１．身体の機能の発達  ●  ▲  
２．生殖に関わる機能の成熟     △ 
３．精神機能の発達と自己形成 ×     
４．欲求やストレスへの対処と心の 
健康      
５．身体の環境に対する適応能力・ 
至適範囲    ▲  
６．空気や飲料水の衛生的管理 ×    △ 
７．生活に伴う廃棄物の衛生的管理 ×   
８．自然災害や交通事故などによる 
傷害の防止  ●  ▲  
９．応急手当  ●    
10．健康の成り立ちと疾病の発生要因     △ 
11．生活行動・生活習慣と健康  ●    
12．喫煙，飲酒，薬物乱用と健康  ●   △ 
13．感染症の予防     △ 











                                         






したコード数は全体で延べ，73 個であった．さらに分析を行い，下位カテゴリとして 14 個，
上位カテゴリが５個出現した．最終のコア・カテゴリが２個抽出された．以下の記述における
















第１因子：生活に関わる健康    
喫煙，飲酒，薬物乱用と健康 .890 -.063 -.062 
感染症の予防 .776 -.153 .126 
生活行動・生活習慣と健康 .732 .072 .039 
応急手当 .684 .059 -.117 
健康の成り立ちと疾病の発生要因 .496 .187 .145 
 
第２因子：環境に関わる健康・安全 
   
 空気や飲料水の衛生的管理 -.045 .973 -.085 
 生活に伴う廃棄物の衛生的管理 -.064 .845 .042 
身体の環境に対する適応能力・至適範囲 -.033 .629 -.224 
自然災害や交通事故などによる傷害の防 
止 
 .312 .518 -.089 
 
第３因子：主体に関わる健康・安全 
   
精神機能の発達と自己形成 -.055 -.048 .852 
欲求やストレスへの対処と心の健康 -.127 .040 .849 
生殖に関わる機能の成熟 .219 -.061 .580 
身体機能の発達 .221 .079 .517 
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